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コメのカドミウム蓄積を抑制する遺伝子の発見 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜本 文＞ 

 

・ カドミウム（Cd）は動植物にとって毒性の強い重金属で、コメなどの食品に含まれるカドミウ

ムが安全基準値を超えると、次第に人体に蓄積され、イタイイタイ病などの健康被害を引き

起こす。国際的に精米中のカドミウムの安全基準は 0.4ｐｐｍとされているが、しばしばこの

基準値を超えるコメが検出され、健康への被害が懸念されている。したがって、コメ中のカド

ミウムの濃度を低減させることは安全・安心なコメの生産において非常に重要である。 

・ 私どもは世界各地のイネを代表するおよそ１４０種類のイネ品種のカドミウム集積性を調査

し、品種によってカドミウムの集積量が大きく異なることを突き止めた。そして、日本晴（ジャ

ポニカ品種）に比べ高いカドミウム集積性を示す Anjana Dhan（インディカ品種）を用いて、カ

ドミウムの集積に関与する遺伝子の同定を行った。 

・ その結果、カドミウムの集積に関与する OsHMA3 遺伝子の同定に成功した。この遺伝子が

コードする OsHMA3 タンパク質は根のすべての細胞の液胞膜に局在する。低カドミウムイネ

品種の OsHMA3 タンパク質はカドミウムを選択的に輸送し、カドミウムを液胞に隔離する機

能を持っていた。一方、カドミウム高集積品種の OsHMA3 タンパク質はカドミウムを輸送する

機能を失っていた。これらのことからカドミウム低集積品種では根に吸収されたカドミウムを

根の細胞内の液胞に隔離することによってコメやワラへの集積を抑制していることが明らか

になった。さらに、機能型の OsHMA3 の発現量を人為的に増加させると、カドミウム汚染土

壌に栽培しても、コメ中のカドミウム濃度が大幅に低下した。また、他の有用元素(鉄や亜鉛)

の含量には影響が見られなかった。 

・ 今後 OsHMA3 を制御することで、安全で安心できる低カドミウム米の生産に寄与できる。 

 

 

  ＜概要＞   
カドミウム（Cd）は人体にとって有害な元素で、イタイイタイ病の原因物質とされている。

主食であるコメ中のカドミウムが安全基準値を超えると、次第に人体に蓄積し、健康に悪影

響を与えるため、コメ中のカドミウム濃度を低減させる必要がある。我々は世界各地のイネ

品種から選抜したカドミウム高集積品種と低集積品種を用いて、カドミウムのコメやワラへ

の蓄積を抑制する遺伝子 OsHMA3 を発見した。この遺伝子をより強く発現させると、コメ中

のカドミウム濃度を著しく低下させる効果があり、今後安全なコメの生産に寄与できる。 
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２． 発表者：岡山大学資源植物科学研究所・教授・馬 建鋒 
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＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学 （所属）資源植物科学研究所・（氏名）馬 建鋒 

（電話番号）086-434-1209 

 （FAX番号）086-434-1209 

 Email:maj@rib.okayama-u.ac.jp 


